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ご使用になる前に

この度はデジタル傾斜センサ− 633Pをお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取付・取扱説明書をよくお読みいだだき、正しくご使用ください。この取付・取扱説明書は
無くさないよう、大切に保管しておいてください。この取付・取扱説明書に記した注意事項は、製品を安全かつ
正しくご使用していただき、 事故や損害を未然に防止するための大切なものです。
注意事項は、 次のような記号に分類して表示してあります。

使用上のご注意

各部の名称・梱包物をご確認ください

本製品をご利用の前に必ず本説明書をご熟読の上、 正しくお使いください。
ご不明な点がありましたら、 取り付けあるいはご使用前にお問い合わせください。

取り扱いを誤った場合、使用者等が死亡または重傷を負う危険の生ずることが想定される事
項。

取り扱いを誤った場合、 使用者等が死亡または重傷を負う可能性が想定される事項
あるいは、 軽傷または物的損害が発生する頻度が高い事項。

取り扱いを誤った場合、使用者等が損害を負う危険が想定されるか物的損害のみの発生が想
定される事項。

禁止行為を表す記号です。 この記号が表示してある行為は絶対におやめください。

機構上、機能上の故障やトラブルを防ぐためのヒントなどを説明しています。また、アクセ
サリーを扱う上で、各種装置の機能を正しく作動させるために必要なことや、無理な操作を
さけることでアクセサリーの寿命を延ばしたり、コンディションを最高に保つためのヒント
などを説明しています。

強制・制約・指示等を表す記号です。

※上記はいずれも安全に関する重要な事項を記していますので、 必ずお守りください。

安全上のご注意

●電源の投入は配線の終了後に行なってください。
　電源が接続されたまま配線をした場合には内部回路が故障して正常に作動しなくなる場合があります。
●エアバック（ＳＲＳ）装着車、その他特殊な装置を装備している場合はバッテリーの配線を抜くなどして電源 供給を止

めないように留意してください。 誤作動する可能性があります。
●本製品は耐熱構造ではありませんので熱源付近への設置はしないでください。
●取り付けした製品は確実に固定してください。固定が不十分であると故障の原因になったり性能が十分に発揮されな

い可能性があります。 他の機器に影響を与えないように取り付けをしてください。
●本製品の取り付けには正しい車両電装の知識が必要となります。必ず車両電装に関する詳しい知識と技術のある取付

店にて行なってください。また車両電装の知識不足による誤った配線方法により車両の破損、故障等が発生しても当
社では責任を一切負いかねます。知識のない方が取り付けを行なうと車両、製品の故障・損傷のみならず、人体にも
危険が及ぶ可能性があります。

●本製品を故意に分解および改造変更は絶対にしないでください。
　製品本来の機能を損なうのみならず、 重大な事故が発生する可能性があります。
　また、 分解および改造変更を行なった製品の保証は一切しておりません。
●本製品のみでは自動車盗難防止装置として機能しません。必ず、接続可能なメインユニットを合わせてご利用ください。
●接続可能なメインユニットに接続することでデジタル傾斜センサ−が異常を検出した場合にはセキュリティシステムの

サイレンが鳴ります。
●メインユニットの取付説明書・取扱説明書の注意事項も併せてお読みください。
　取り付けおよび配線を誤ると、警報が鳴る可能性がありますので、必ず正しい取り付け、配線を行なってください。
●接続可能なメインユニットの警告音、サイレン音は、120dB以上で発報するため騒音などにならないよう、周囲の環

境を考慮した上で、 適切な感度にてご利用ください。

●本製品は、国産 DC 12 Ｖ車両専用です。
●各種部品をパネルなどに取り付けの際には、必ずお客様に了承を得てから行なってください。
●取り付けた各部品は確実に固定してください。固定が不十分であると、故障の原因になったり、性能が十分に

発揮されない可能性があります。また他の機器に影響を与えないように注意をしてください。
●各部品の取り付けの際には必ずエンジンを停止してから行なってください。
●取り付けの際には換気のため、車の窓を開けて行なうことをお勧めします。
●本製品は耐熱構造ではありませんので、車室内の熱源から離れた場所に設置してください。
●メインユニットから本製品の配線、接続を行なう場合には保護のため要所に必ずゴムブッシュなどを使用して

ください。また、電線の保護のため市販のコルゲートチューブ（コンジットチューブ）などをご利用ください。
●車両のバッテリーが弱っている場合など、車両本来の機能に不備がある場合には、製品が正常に作動しないこ

とがあります。常に車両の整備が行き届いた状態で取り付けを行なってください。
●本製品に過度の衝撃や振動を加えないでください。
●センサー部は、水平になるように取り付けをしてください。誤った方向で設置するとセンサーは反応しません。

取り付けの前に必ず、梱包物をご確認ください。

●角度を敏感に設定すると強風などにより車体が傾き、センサ−が反応する場合があります。
●メインユニットに接続することでセンサ−が傾きを検出した場合には即サイレン音（120dB 以上）が鳴ります。
●本製品の作動の有無にかかわらず、車両盗難、車上ねらい、タイヤ・ホイール盗難等が発生しても当社では責

任を一切負いかねます。
●当社では製品の検査、修理時の代品貸し出しなどは一切行なっておりませんのでご了承ください。
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ループ線 ●取付・取扱説明書（保証書付）
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※本書に記載されている内容は2016年9月1日現在のものです。
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デジタル傾斜センサ− 633P

斜め方向も
検出可能

メインユニット作動時の傾斜角度を演算し、自動学
習することで、駐車したときに坂道などで車両が傾
いていた場合でも、その傾斜角度を基準として、さ
らに傾けられたときに反応させることが可能です。
デジタル傾斜センサ−は一軸方向の傾斜を検出可能
ですが、車両が斜め方向に傾斜した場合も各ベクト
ル方向の合成ベクトルの傾斜角度が設定角度を超え
た場合に警報出力を出します。

検出方向

直交した角度目盛のついた半球にデジタル傾斜センサ−
を取り付け、接地点（重力方向）を測定点変化させるイ
メ−ジです。

直交角度の概念

デジタル傾斜センサ−は坂道駐車の場合も傾斜
角度を自動学習し、車両の傾きを検出できます。
取付角度を水平にした場合に 40 度まで検出可
能です。

40度の坂まで対応可能

+90°

+90 ゜非検出軸 例 ： 検出軸 +15°の状態

+90°

-90°

-90°

-90°

0°検出軸

− 40 度
△

− 20 度
○

0 度
◎

20 度
○

40 度
△

デジタル傾斜センサ−が反応するとメインユニットからサイレン音が鳴ります。
デジタル傾斜センサ−が傾いているかぎり「サイレン→ 5秒間空白→サイレン」を
断続的に繰り返します（注）。メインユニットを接続している場合には、セキュリテ
ィをリモコンで解除するかバッテリ−が上がるまで断続的に警報を繰り返します。
（注）マルチプレックス対応のメインユニットへお取り付けした場合、まれに警告音発報

後にサイレン音が鳴ります。

断続的に警報を繰り返す

最高レベルの防塵防水構造で
水がかかっても安心です。

IP67 防塵防水構造

検出角度

検出角度

（標準設定約 2.0 度）

検出角度は約0.8度と約2.0度の
選択が可能です。



取付位置例

車両前方

特長：
車両前後の傾き（レッカ−移動）
に非常に敏感に反応するが、ジャ
ッキアップに対しては多少感度が
鈍くなる。

車両前方

特長：
ジャッキアップに対する傾きに非
常に敏感に反応するが、車両前後
の傾き（レッカー移動）には多少
感度が鈍くなる。

車両前方

特長：
全方向の傾斜を検出可能。
車両直角方向に設置した場合より
も多少感度は鈍い（特にAとD）
がオールマイティな取付方法。

A B

C D

レッカ−に敏感に反応
させたい

ジャッキアップに敏感に反応
させたい

全方向の車両の傾きに反応
させたい
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センターコンソール
ボックスに取り付け
した例

検出角度設定用のループ線を切断した場合は、必ず絶縁処理を行なってください。

コネクタは切断して使用してください。

信号系統図

赤線：常時（+）１２Ｖが供給されている電源に接続します。
　　　バッテリ−には直接接続しないでください。
　　　警告！電源の投入は配線の終了後に行なってください。
　　　電源が接続されたまま配線をした場合には内部回路が
　　　故障して正常に作動しなくなる可能性があります。

橙線：デジタル傾斜センサ−作動信号入力線
　　　メインユニットの橙線に接続します。

青線：デジタル傾斜センサ−信号出力線
　　　メインユニットの青線もしくは、緑線に接続します。
　　　緑線に接続する場合は必ずダイオードが必要になり
　　　ます。

黒線：ボディア−ス
　　　車体の金属部分に接続します。

デジタル傾斜センサー
633P

検出角度の設定方法

検出角度 約 2.0 度（工場出荷時設定） 約 0.8 度

設定方法 ループ線を切断しない ループ線を切断する

標準

約2.0°設定

敏感

約0.8°設定

絶縁処理をしてください。

ループ線

ループ線を切断しない。

切断
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●連動するメインユニットによって、センサー反応時の警報の鳴り方は若干異なります。
●メインユニットによっては、センサー入力線が青線ではない場合もあります。

各メインユニット（別売品）との接続例

赤

黒
橙
青

橙
青

常時（＋）12V電源

ヒューズ（別売）

デジタル傾斜センサー633P
デジタル傾斜
センサー633M

デジタル傾斜センサー633M

常時（＋）12V電源

メインユニット

メインユニット

ボディアース

ボディアース

赤

黒

赤

黒 橙

橙

青

緑

常時（＋）12V電源

常時（＋）12V電源

常時（＋）12V電源

ドアカーテシースイッチルームランプ

赤

黒

ダイオードの向きに
注意してください。

赤

黒

橙
青

橙
青

常時（＋）12V電源

デジタル傾斜センサー633M

常時（＋）12V電源

赤

赤

茶

黒

黒

＋

－

＋

－

ダイオードの向きに
注意してください。

メインユニット

ボディアース

ボディアース

ボディアース

ボディアース

ボディアース

その他の配線は、省略してあります。
詳しくは、メインユニットの取付説
明書をご参照ください。

その他の配線は、省略してあります。
詳しくは、メインユニットの取付説
明書をご参照ください。

その他の配線は、省略してあります。
詳しくは、メインユニットの取付説明書をご参照くだ
さい。

その他の配線は、省略してあります。
詳しくは、メインユニットの取付説明
書をご参照ください。

ハーネス先の
コネクタは切断
してください。

ハーネス先の
コネクタは切断
してください。

ハーネス先のコネクタは
切断してください。

メインユニット

赤

黒

橙
青

橙
青

常時（＋）12V電源

デジタル傾斜センサー633M

常時（＋）12V電源

赤

赤

茶

黒

黒

ボディアース

ボディアース

ボディアース
その他の配線は、省略してあります
。詳しくは、メインユニットの取付
説明書をご参照ください。

ハーネス先のコネクタは
切断してください。

メインユニット

デジタル傾斜センサー633M

常時（＋）12V電源

ボディアース

メインユニット

赤

黒

橙
青

橙
青

常時（＋）12V電源

常時（＋）12V電源

赤
赤

茶

黒

黒

ボディアース

スターター停止リレー
ボディアース

ボディアース

その他の配線は、省略してあります。
詳しくは、メインユニットの取付説明
書をご参照ください。ハーネス先のコネクタは

切断してください。

＋

－

黒

赤

【センサー入力線があるメインユニットと接続する場合】
本製品のコネクタを切断し、青線をメインユニットのセンサー入力線（通常青線）に接続
します。

電源線の接続は、他の配線の終了後に行なってください。
電源線が接続されたまま他の配線をした場合には内部回路が故障して正常に作動しなくなる可能性があります。
メインユニットのセンサーポートは使用できません。必ず本製品のコネクタを切断した上で配線してください。

※電源保護のため、常時（＋）12V電源にヒューズ（1A/別売）を追加してください。
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アフターサービスについて

アフターサービスについて

●万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社修理規定に基づき修理致します。
●本製品の保証期間はお買い上げの日から 1 年間です。
●保証期間経過後は、修理によって本製品の性能が維持できる場合、お客様のご要望により有料にて修理致します。
　ただし、本製品の補修用性能部品がなくなり次第、修理受付は終了いたします。補修用性能部品とはその製品の機能

を維持するために必要な部品です。

保証書について

●本製品には保証書を添付しております。ご購入の際には、必ず保証書をお受け取りの上、大切に保存してください。尚、
店名、ご購入日、お客様名などの必要事項の記載のないものは保証期間中であっても無効となります。

修理をご依頼の前に

●説明書に記載の「故障かな？と思ったら」を参考にして、故障かどうかを確認してください。故障とお考えの前に
お買い上げの販売店にご相談ください。本製品は持ち込み修理品となりますので、保証期間中であっても保証書がな
い場合や必要事項が記載されていない場合は保証対象外となり、有料検査・有料修理となります。また、使用上の誤
りや不当な修理・改造による故障および損傷で修理サービスを依頼されますと、保証期間中であっても有料となりま
す。

●修理の際は保証書を必ずご提示ください。
●修理時に取り外した不良部品は品質改善のため、あしからず当方にて引き取らせて頂きます。
●新たにシリアル番号を発行した場合には保証期間中であっても有料修理扱いとなります。万一、故障が生じたときは、

お買い上げの販売店までご依頼ください。
●購入店が移転・閉店した場合は、お近くの取扱店までご相談ください。
●修理を依頼される際の送料、取り付け・取り外しにかかる工賃等の諸費用はお客様のご負担となりますのであらかじ

めご了承ください。

修理を依頼されるときは　　　　　ー保証書は必ず添付してくださいー

次の事項を確認して、お買い上げの販売店にご依頼ください。
　①　メインユニットの本体型式、本体シリアル番号
　　　　（例：ホーネット 725VⅡ　　No. ５０１２２０４３２１）
　②　オプション名、型式
　　　　（例：デジタル傾斜センサー　6 3 3 P ）
　③　故障の内容
　　　　（どのような症状か・どのような時に症状がでるか・いつでもでるか・時々かなど詳しく明記してください）
　④　お買い上げ年月日
　⑤　お買い上げ店名
　⑥　お名前、住所、連絡先電話番号


